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　現在、小山市民を中心に読書会をやっている。
メンバーは私を含めて７人で、全員熟女と呼ばれ
る年齢層の人たちである。読書会といっても固い
ものではなく、おしゃべりに集まるようなもので、
時になかなかテーマとなる本の話題に行かないの
でハラハラすることもある。
　前回は三浦しをんの『風が強く吹いている』、
その前が『舟を編む』であった。合わせて同じ著
者の作品を何冊か読んだ。彼女は若い作家である
が、私たち高年齢層にも訴える内容を持ってい
る。『風が強く吹いている』は箱根駅伝の話であ
る。青年たちが走りながら、いろいろなことを考
え、それなりの認識に達するというところが私に
は一番面白かった。走るという行為の中に深い人
生観や哲学的な思想が含まれているところが非常
に新鮮であった。
　私は今「文学」を教え、自分でも俳句や詩を書
いているが、私をここまで連れてきたのも文学の
力である。私は小さい頃から読書好きであったの
だが、その理由は当時自分の家庭環境にうまく適
応できなかったからである。最初、文学は私に過
酷な環境からの逃げ場を用意してくれた。家に帰
ると、追い立てられるように家事をさせられるの
で、なるべく学校に遅くまでいようと、暗くなる
まで図書館にこもっていた。好きな本を読み漁る
うちに、本の中に盛り込まれた理想的な価値観に
影響され、子供心に、周囲の大人たちを批判し、
冷たい目で見るようになった。言葉で表現するこ
とはなかったが、子供の頃の私は、『ガリバー旅
行記』を書いたスウィフトのように皮肉屋で、人

間嫌いだった。
　この世の中は理想的な世界ではない。しかしそ
の世の中を少しでも理想に近づけるべく努力する
のが人間だ、という考えを子供時代の読書を通じ
て学んだ。チャールズ・ディッケンズ、マーク・
トウェイン、ヴィクトル・ユーゴー（特に『レ・
ミゼラブル』）など何回読んだかわからない。
　今はテレビ・ゲームや漫画など、読書以外にも
楽しみの糧がたくさんあるので、読書好きの大学
生というのは少ないかもしれない。だが、誰かが
「いい」といった本をちょっと読んでみたらどう
だろうか。またサークルなどで同じ本を皆で読ん
できて、語り合ってみたらどうだろうか。あるい
は、孤独を好む人は、読書ノートを作って、そこ
に自分の感想を書き込んでみたらどうだろうか。
　子供時代の私は、日記も書かなければ、感想文
も書かなかった。しかし本を読みながら、その中
の出来事に一喜一憂し、そのヴァーチャルな世界
を味わって楽しんだ。読書は人を、この現実とは
別の世界へ連れて行ってくれる。それは「夢を見
ること」とどこか似ているかもしれない。だが、
その「夢」は、ただの夢ではなくて、私たちに核
となる「ある確かなもの」を与えてくれるように
思う。その「確かなもの」とは何か、うまく表現
することはできないけれど、それこそが私たちに
生きる希望を与えてくれるものだと信じている。
子供時代の私に「核」を与えてくれた読書、そこ
から湧いてきた「生きる歓び」に似た歓びを学生
諸君にも発見してほしい。
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　今回はカーモと一緒に図書館（本館＆分館）をご案内
しました。39 号でも本館を紹介していますので、ぜ
ひご覧ください。バックナンバーは図書館にあります。
39 号・41 号を片手に、図書館を探索してみることを
お勧めします。図書館にGO!＆アクセス！
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［１ぺージ、向井先生の「読書の歓び」で紹介された図書の所蔵情報］
『風が強く吹いている』三浦しをん 著　新潮社　913.6/MI（本館）
『舟を編む』三浦しをん 著　光文社　913.6/MI（本館）
『レ・ミゼラブル』ヴィクトル・ユゴー 著
　・「河出世界文学大系」井上究一郎 訳　河出書房新社　908/KA/32〜34（本館）
　・「世界文学全集／綜合社編」鈴木信太郎、坪井一、宮治弘之 訳　集英社　908/SE/15〜16（本館）
　・「ヴィクトル・ユゴー文学館」辻昶 訳　潮出版社　958/HU/2〜4（本館）
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図書館を利用して、充実の大学生活を送ろう


